
配慮すべき人とともに働くヒント
～少しの配慮が現場を変える～

一般社団法人Ｍｅ２

三宅 嘉美

ひろさきワーク・チャレンジプログラム
第２クール 障がい者が現場を変える 2016.2.19
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民間企業の障害者雇用状況推移
平成２７年６月１日調査（全国）

資料：厚生労働省、５６人以上（H２５年から５０人以上）規模の企業。重度身体・知的障害者
はダブルカウント。H23年度より短時間労働者は０．５人カウント

全国 青森

実雇用率 １．８８％
（対前年度比＋０．０６）

１．８９％
（対前年度比＋０．０６）

雇用率達成
企業割合

４７．２％
（＋２．５）

５１．５％
（＋４．３）

（単位：千人）

・大阪は1.84％
・１位：山口県
（2.61％）
・最下位：宮城
県（1.74％）

％

▶実雇用率と雇
用されている障が
い者数の推移

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

精神 2 4 6 8 10 13 17 22 28 35

知的 40 44 48 54 57 61 69 75 83 90 97

身体 229 238 251 266 268 272 284 291 304 313 321

実雇用率 1.51 1.53 1.56 1.59 1.6 1.67 1.63 1.69 1.76 1.82 1.88
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3

障がい種別にみた就職件数（全国）

●平成１８年の障害者雇用促進法の改正により、精神障害者
が雇用率制度のカウント数に含まれるようになり、手帳の交付数、
求職者数が増加。
●就職件数では平成２２年に知的障害者を、平成２５年に
身体障害者を逆転した。



障害者手帳について
身体障がい 知的障がい 精神障がい

根拠法 身体障害者福祉法 知的障害者福祉法 精神保健福祉法

手 帳 身体障害者手帳 療育手帳（大阪府） 精神障害者保健福祉
手帳

等 級 １級～７級 Ａ、Ｂ１、Ｂ２ １級～３級

障 害

身体機能の一部に不
自由があり、日常生活
に制約がある状態。
①視覚障害
②聴覚・平衡機能障害
③音声・言語・そしゃく機
能障害
④肢体不自由
⑤内部機能などの疾患
による内部障害
※５種類に分類される

「知的な機能が明らかに
平均より低く、同時に適
応行動における障害を
伴う状態で、概ね発達
期（１８歳未満）に
現れる」と言われているが
明確な定義はない。
ＩＱ70～75以下を判
断基準としている自治
体が多い。

様々な精神疾患が原因
で起こる障害。精神疾
患には、統合失調症、
気分障害（うつ病、双
極性障害など）、強迫
性障害、不安障害、て
んかん、精神作用物質
（アルコール、シンナーな
ど）による精神疾患があ
る。

※発達障がいは精神障害者保健福祉手帳の交付対象
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・先天的な脳機能の障がい

中枢神経系の何らかの機能不全でおこると推定されている。

親の育て方やいじめ、本人の努力不足、性格上の問題ではない。

・発達の「遅れ」ではなく「偏り」があるのが特徴。

能力のバランスに偏りが出る、周囲の環境によって特徴が大きく変化する。

・①社会性、②コミュニケーション、③想像力に特性がある。

※発達障害者支援法※
（2004年12月施行）

発達障害者の定義と社会福祉法制にお
ける位置づけを確立し、発達障害者の
福祉的援助を実現するため、以下の内
容を明文化。
①発達障害の早期発見
②発達支援を行うことに関する国及び
地方公共団体の責務
③発達障害者の自立及び社会参加に資
する支援

障害の早期診断・療育・教育・就労・
相談体制などにおける発達障害者支援
システムの確立を目指す法である。

発達障がいとは

（参考）政府広報オンライン
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自閉症スペクトラム障がいの３つの特性

・社会の常識や暗黙の了解が読み取りにくい
・人の気持ちや感情が読み取りにくい
・場や状況にそぐわない行動をしてしまう
・協調性が少なく、人と上手く関われない
・正直すぎたり、感情表現のタイミングがずれてしまう

・一人で一方的に話してしまう
・人の話を聞けない
・表現が独特で堅苦しい
・文字通りの理解、偏った解釈をしやすい
・例えや比喩が理解しにくい

・同じ行動（儀式的な行動）やパターン、決まった手順
になりやすい。
・ルールに厳格、間違いや例外が許せない
・臨機応変な対応、予定の変更が苦手
・気持ちの切り替えが苦手
・経験していないこと、目に見えないこと
を想像するのが難しい

社会性の
特性

コミュニケーション
の特性

こだわりと
想像力の特性

ASD： Autism Spectrum Disorder
※DSM-Ⅴの改訂により、広汎性発達障がいから「自閉症スペクトラム障がい」の表記に変更
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インテーク

障害のある人のアセスメント

職場のアセスメント

ジョブマッチング

職場適応支援

フェイディング

フォローアップ（定着支援）

障害のある人のアセスメント

職場環境のアセスメント

ジョブ
マッチング

●就労支援のプロセス●

障がい者への就労支援のポイント

●ジョブマッチングとは

・「障害のある人の特徴」と「職場の特徴」
の最適な組み合わせ（ベストマッチ）を
作り出すこと。

・様々な障害のある人が雇用のフィールドへ
参加してきており益々マッチングが重要に

・就労支援の成否は、50％以上ジョブマッ
チングで決まる。
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丁寧なマッチングのために

障害のある人のアセスメント

基礎情報の収集
（面談）

・就職の動機、
・希望する職種
・働いた経験や離職の理由
・得意なこと、苦手なこと
・性格
・コミュニケーションスキル
・生活管理、金銭管理
・通院・服薬管理
・家族構成、交友関係
・利用している社会資源
・職業評価 など

施設内での
行動観察

・作業の様子、作業態度
・体力、集中力、協調性
などの職業スキル
・社会性（あいさつ、身だ
しなみ、ルールの理解）
・休憩時間の過ごし方
・就労意欲
・障害の受容

・見学時の態度、感想
・作業のスピード、正確さ
・指示理解
・仕事に対する熱意、飽き
・新たな環境での順応性
・要求水準との差
・企業の評価
・本人の感想
・家族の反応

体験実習での
行動観察

●「できる」「できない」よりも「できそうなこと」「できそうな環境」「必要な支援」を知る

情報整理
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必要最低限の情報整理

適職・適性 ・どのような職場・職場環境・人的環境が好ましいか
・どのような仕事が好ましいか

就労の形態 ・パート、正社員、契約社員などの身分
・就労時間、勤務日など雇用条件
・一人作業またはグループ作業などの好ましい働き方

支援の総量 ・職場内での自立までに要する時間
・「職場における集中支援」の具体的な内容
職務の支援の必要性・具体的な内容
社会的マナーやルールに関する支援の必要性
職場での人間関係の調整の必要性

・従業員さんによるサポートの内容
どのような場面で、どのような支援が必要か

・フェイデングに要する時間
・フォローアップの頻度や内容

支援計画とジョブマッチングに必要な情報を整理する
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会社の基本情報

仕事

物的

環境

人的

環境

◆企業理念・文化
◆事業内容
◆雇用条件

◆障害者雇用の経験
◆障害者雇用の意向
◆障害者雇用の担当

◆仕事に必要なスキル
◆身体的側面
◆配慮すべき点

◆仕事のわかりやすさ
◆仕事の柔軟性、

変化の可能性
◆要求されるレベル

◆音・臭い・温度・広さ
◆道具の配置、
作業スペース

◆通勤経路、距離、手段

◆組織体制
◆人事異動や勤務形態
◆職場の雰囲気
◆指示系統
◆障害者への接し方
◆キーパーソンの存在

職務内容だけでなく、職場の物的環境、人的環境も知ることが重要

丁寧なマッチングのために

職場のアセスメントの視点
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丁寧なマッチングのために

支援者による職場体験

■仕事内容
・仕事の量や頻度、
・必要なスキル、要求水準、
・従業員のレベル（速度、時間）の把握。
■人的環境
・人数、職員構成、指示命令系統
・職場の雰囲気
・キーパーソン的存在、
・ナチュラルサポート候補などを観察。
■物的環境
・温度、臭い、広さ、導線、物の配置など
客観的情報
・出入口、休憩室や更衣室の場所等

・業務分析
・職務の再構成
・環境の工夫
・作業手順書作成
・ナチュラルサポート
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丁寧なマッチングのために

職務の再構成

部品を組み立て、数を
数えて箱詰めする。

伝票に
記入する

本来の業務から苦手な部分だ
けを外す。

得意な部分（小さな仕事）を
集めて、大きな仕事を作り出す。

職場にある仕事の分担、仕事のやり方にそのまま障害のある人を当てはめるの
ではなく、障害のある人の特徴に合わせて、苦手な部分を抜いたり、得意な部
分を集めたりして、安定して仕事ができるような修正を加える。

社内メール配達

郵便物整理
事務所掃除

洗面所清掃

12



業務分析

職務の整理票の作成

作業名 内 容
身体
負担

理解・
判断

コミュニ
ケーション

資格・
スキル

適
否

部品の検品 備品形状やキズの確認 普通 必要 必要 不要 △

部品のピッキン
グ

数字・アルファベットを判読し、
収納ピッキングを行う

やや大 必要 必要 不要 ×

配送用段ボー
ル準備

配送製品に合わせて段ボール
を組み立てる

やや大 不要 不要 不要 ◎

部品の組立 ５種類の部品の組立 立作業 必要 必要 不要 △

製品のラベル
貼り・箱詰め

１００単位の製品を１０単
位に詰め直す

やや大 不要 不要 不要 ○

指示書の作
成・数値入力

エクセル帳簿に商品№・個数・
日付の入力

小 必要 必要
ＰＣ操
作

×

段ボールの解
体・整理

梱包用発泡スチロールと分別
し、整理する

やや大 不要 不要 不要 ◎
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職務の洗い出し
職務のリストアップ

◆障がい者に向いている職務
①毎日必ずある仕事
②量の多い仕事
（所要時間が長い）

③変化の少ない仕事
④わかりやすい仕事

職務内容 頻度 所要時間／量 必要なスキル 備 考

メール便の仕分
け・配達

日・週・月 ６０分×２回
約３００通

漢字が読める
組織配置の理解

・多少のコミュニケーション
必要

シュレッダー作業 日・週・月 ３０分×１回 特に無し ・

伝票整理・入力 日・週・月 １２０分
約１００枚

エクセル初級程度 ・所定の箇所に数字の
み入力

パントリー業務 日・週・月 ３０分×２回 ５Kの水を運ぶ体力

DM発送作業 日・週・月 120分×２回
約１０００通

特に無し

◆周辺の仕事をみつける
メインの仕事だけでは、時間が
余ることがよくある。周辺業務も
探し出し、隙間を埋める仕事もリ
ストアップする。
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職務の再構成：参考①

事業所の要望 アセスメントで

ユニット内の清掃 ◎

シース交換 ○

食事準備・介助 ○

入浴、居室での介助 △

レクレーションの企画 ×

出来る職務を集めて

・苦手な作業はできる人にやって
もらう。
・できる作業で業務を組み立てる
・○か×かの二択で判断しない
△も模索する

ユニット
清掃

シース交換

ユニット①
清掃

シーツ交換

ユニット②
清掃

シーツ交換

ユニット③
清掃

シーツ交換

ユニット④
清掃

シーツ交換

ユニット⑤
清掃

シーツ交換

ユニット⑥
清掃

シーツ交換

介護業務

本来の業務 再構成した業務ユニット
清掃

シーツ交換
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職務の再構成：参考②

清
掃

植木（館内外）の水やり

手すり消毒（１～４階）

棚・額のホコリとり

掃除機かけ・拭き・ごみ

（事務室・休憩室・更衣
室）

洗
濯

タオル洗濯・たたみ

ユニホーム洗濯・乾す

タオル補充（浴室）

レ
ス
ト
ラ
ン

テーブル拭き、花の水替え

花・ナプキンセット

ナプキン補充

イスのスチーム除菌

服薬用水入れ

コップ洗い

他
事務補助（記録紙へのハン
コ押し、パンフ封入）

メインの仕事を中心に

・メインの仕事を中心に１日の流れをつくる。
・「いつ」「どこで」「どんな仕事」をするのか明らかにする。

９：００～ 洗濯物回収

洗濯（ユニホーム・欲着）

９：３５～ 植木の水やり

（※雨天はスタンプ押し）

１０：００～ 洗濯済みの仕分け

ユニホームを乾燥機へ

１０：２５～ 清掃（休憩室、更衣室）

１１：００～ 乾燥済みユニホームのカンガーかけ

１１：３０～ 休憩

１２：１５～ 浴着を乾燥機へ

１２：２５～ タオル補充（３・２階）

１３：１５～ 浴着のたたみ→サイズ分け→ロッカーへ

１４：００～ 手すり・棚拭き（４～１階）

１４：４５～ 休憩

１５：００～ 事務所清掃（棚・ごみ回収・掃除）

※時間が余れば事務補助

◎

◎

×
？

○

16



丁寧なマッチングのために

雇用前の実習

◆顔合わせ・面接
・「履歴書+特性」 ・「私の取り扱い説明書」

◆実習は長い面接

・短時間の面接だけでは本人の適性や能力、

伸び代が見えない。実習では

◆アセスメントの確認
・職場実習を通して、アセスメント情報(本人、職場）の確認、修正を行う
◆ナチュラルサポートの形成
・障がいのある人への接し方を観察
・必要な支援内容を確認し、ナチュラルサポート形成の準備を行う
◆道具や環境の確認
・職務構成やスケジュールはマッチしているか
・変更する場合は企業(現場)と一緒に考える
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◆仕事での自立

・手順の自立

手順の統一

指示書の活用

・質問・報告の自立

指示系統の統一

質問カードの活用

・物品管理

作業環境の整備

交換の仕組みづくり・・・

◆仕事以外の自立

・従業員としての立居振舞い

スケジュール表の活用

過ごし方の明確化

・緊急時の連絡

連絡体制の構築

連絡カードの活用

・困った時の相談

信頼関係の構築

早期発見、対応の仕組み

職場適応支援

職場での自立には

18



職場適応支援

わかりやすい教え方

分かりにくい教え方 分かりやすい教え方

教える人が手順を理解していない 教える側が手順を習得している

手順がコロコロかわる あらかじめ基本となる手順を固定させる

人によって教え方が違う 誰が教えても同じにする

言葉が多すぎる 言葉かけは必要最低限の具体的な指
示に限定する

説明がなくやり方を見せるだけ 言葉・ジェスチャー・見本の提示を上手
く組み合わせて教える

否定的な言葉が多く、ほめない 正しくできたらその場でほめ、否定的な
言葉は使わない

ほめ方が漠然としていて具体的でない どのやり方が正しいかがわかるように具
体的にほめる 19



手がかりの工夫①

スケジュール表

一日の工程を大まかな項目で表示
している。黄色のマグネットを 作業
中→完了と移動させる。

作業工程など忘れたときに確認
できるようポケット型指示書。

20



手がかりの工夫②

作業指示書●ミンチ

数量
２４６・・・・○ ２５６・・・・○２３５・・・・×

２３６・・・・× ２５７・・・・×２４７・・・・○
２３７・・・・× ２５８・・・・×２４８・・・・○
２３８・・・・× ２５９・・・・×２４９・・・・○
２４０・・・・× ２６０・・・・×２５０・・・・○
２４１・・・・× ２６１・・・・×２５１・・・・○
２４２・・・・× ２６２・・・・×２５２・・・・○
２４３・・・・× ２６３・・・・×２５３・・・・○
２４４・・・・× ２６４・・・・×２５４・・・・○

２６５・・・・×２４５・・・・○ ２５５・・・・○

「だいたい２５０ｇ」の曖昧な指
示を１ｇ単位の正確な指示に。

作
業
の
流
れ
を
文
字

と
イ
ラ
ス
ト
で
指
示
。
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手がかりの工夫③

道具の工夫

［シール貼り］
左右対称に貼れるように
バインダーに目印。

［パスタ計量］

パスタの小分け作業。計りやすいよ
うに計量用の入れ物を加工。１本
単位で調整できる。 22



・大規模施設での灰皿清掃（１日３回、１０台設置）。

・喫煙中の人がいれば後回しで作業する。

清掃後もすぐに利用されるので処理した灰皿かどうかの区別がつかない。

・清掃が終わった灰皿は決まったシールの色を手前に向ける。

朝・・赤色、昼‥黄色、夕方‥青

朝の清掃前は青 朝の清掃後は赤 昼の清掃後は黄

夕方の清掃後は青

手がかりの工夫④ セルフチェック

23



環境の工夫

【清掃用具】
カゴを仕切って収納場所を決める。
用具がそろっているかも一目でわかる。

【整理整頓された倉庫】
・用具を揃えて作業準備、作業後の
片づけも分かりやすい。
・仕事の効率化、ミスの減少にも。
・道具には名前をつける。
「あれ、それ」をなくすため。

24



フェイディングとは

■支援者が職場で行う支援の質と量を徐々に減らし、最終的
に職場にいる時間を減らしていくことをフェイディングという。

■支援者も企業も、初日から
どうすれば仕事及び職業生活が自立できるか
そのためにどんな工夫や調整が必要かを意識し職場定着を
進めなければならない

職場での支援の時間の推移

0

20

40

60

80

100

0 2 4 6 8 10 12 14 16
経過時間／週
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フォローアップ
雇用後に想定される課題

・仕事内容の変化
・要求レベルの変化

・人事異動
・コミュニケーション
・ナチュラルサポート

・景気

・スキルアップの有無
・コミュニケーションの取り方
・モチベーションの低下

・体調管理
・生活スタイルの変化

・加齢

・家庭問題
・自立生活
・金銭管理

・余暇の過ごし方

・交友関係
・異性問題
・健康問題

・通勤上のトラブル
・消費生活

本
人
に

関
す
る
こ
と

事
業
所
に

関
す
る
こ
と

家
庭
に

関
す
る
こ
と

そ
の
他

本人や企業の変化をキャッチし、
地域ネットワークで「働き続ける」を支える仕組みが必要 26



障がい別配慮事項一例
◆知的障がい
・「いつも」「何度でも」の仕事が得意
・工程の単純化、細分化で可能になる作業も多い
・「あれ」「それ」や抽象的な表現はさけ、指示は簡潔で具体的に
・指示が人により違うと混乱する。ルールや作業方法は決めておく

◆精神障がい
・一般的に短時間勤務からはじめ、体力の回復に応じ徐々に延長
・精神的プレッシャーに弱いので責任などの負荷は徐々に増やす
・職場内で気軽に相談できる信頼関係・体制をつくる
・服薬、通院を遵守し、必要に応じて医療機関との連携も

◆発達障がい
・職場内で守るべきルールは、文章やメモにして具体的に示す
・モデルを示す、メモを取り復唱させる方法も
・予測可能で、定型業務が適している
・変更は早めに伝える

・障がいの程度や得手不得手には個人差があります。
・障がい特性の理解と家族や支援者などサポート体制が不可欠

27



おわりに（障がい者雇用就労支援の現場から）

・障がい者の受け入れがスムーズに行く会社は、
従業員の協力体制がある
仕事がマニュアル化されている
品質基準が明確・・・
仕事の分解・組立、雇用条件など柔軟である

・障がい者の就労支援の手法は、就職困難と言われている方々へ
の就労支援にも共通すると思います。
・求職者一人ひとりの得意な事・苦手な事は異なります。
・どんな職務能力があり、どんな職場環境が向いているか、どのよう
な配慮が必要か、OJTを通して見立てることが大事です。
・一人ひとりの能力が発揮できるユニバーザルな職場づくりを。

ご清聴ありがとうございました。
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